
令和５年度⼊学試験問題（後期⽇程）

化 学 
出題意図及び解答例

問題 １ 

出題意図 
電気分解や電解精錬に関する基礎的知識をはじめとして，電気分解反応に関する理解度

を問うた。また，並列回路の電気分解を題材とした計算問題により，酸化還元等の化学反応
に関する総合的な理解度を問うた。

正答例 

(1)
(a)

ア
電解精錬

イ
粗銅

ウ
⼩さい

エ
陽極泥

(b)
イオン反応式：

Cu → Cu2+ + 2e−

物質が受けた変化：
酸化

(2)

(a) 579 C (b)
陰極：

Cu2+ + 2e− → Cu

陽極：
2H2O → O2 + 4H+ + 4e−

(c)
計算過程：略

答：  386 C

(d)
陰極：

2H+ + 2e− → H2

(e)
2.00×10−3 mol

(f)
計算過程：略

答：  22.4 mL

(g)
略

※記述問題の解答例は開⽰していません。
※計算問題については，計算過程が妥当であり，正しく計算されていれば，計算で⽣じ
る誤差に配慮する。



問題 ２ 

出題意図 
無機物質の分野から，銀とその化合物についての基礎的な知識を問うた。また，銀化合

物の沈殿反応を用いた定量分析法を取り上げ，溶解度や溶解平衡についての定性的・定量

的な理解度を問うた。 

解答例 
※記述問題の解答例は開示していません。

(1) 
ア 電気（熱） イ 熱（電気） ウ 展（延）

エ 延（展） オ 褐 カフッ化物イオン（フッ素） 

(2) A H2S B Ag2S C Ag2O 

(3) 
① Ag + 2HNO3 → AgNO3 + H2O + NO2

② Ag2O + 4NH3 + H2O → 2[Ag(NH3)2]+ +2OH–

(4) 略

(5) 

(a) 塩化銀 : AgCl ⇄ Ag+ + Cl– クロム酸銀：Ag2CrO4 ⇄ 2Ag+ + CrO4
2–

(b) 塩化銀の溶解度積 Ksp1 : x2 クロム酸銀の溶解度積 Ksp2 : 4y3

(c) 計算過程：略 答：0.14 倍 

(6) 計算過程：略 答：11.7 % 

(7) 
反応式： 2CrO4

2 –+2H+→Cr2O7
2 –+H2O 

理由：略



問題 ３ 

出題意図 
酸素原子を含む有機化合物の名称や性質，反応についての理解力を問うた。具体的には，

物質群の名称や加水分解反応の名称などの基本知識，燃焼により生じる CO2および H2O の量

からの分子式の推測，様々な化学反応と分子内構造との対応，などに対する理解を問うた。 

正答例 
(1) (ア) アルコール (イ) カルボニル (ウ) アルデヒド

(エ) カルボン酸 (オ) エステル
(2) けん化
(3) （計算の過程は省略）

化合物 C の分⼦式： C4H10O
(4) 化合物 A 化合物 B

化合物 C 化合物 D

(5) 正しい選択肢：  (c)
化学反応式：
2C4H9OH + 2Na  2C4H9ONa + H2

（または、C4H9OH + Na  C4H9ONa + H2）

※記述問題の解答例は開示していません。



問題 ４ 

出題意図
天然高分子と合成高分子を含む高分子化合物について，これらの化合物が有する化学的

な性質や構造的特徴に関する理解度を問うた。理解度を評価するため，基礎的な用語を問う

とともに，実験操作によって生じる現象を正しく理解し，それを計算に反映させる力と，言

葉で説明する力を試した。 

解答例 
※記述問題の解答例は開示していません。

(1) ア 脱水縮合 イ レーヨン（銅アンモニアレーヨン，ビスコースレーヨンも可）

ウ 半合成 エ ケラチン オ ポリアミド カ 開環

キ ナイロン６ ク 熱可塑性

(2) 
(a) 沈殿の色： 赤色 沈殿物の化学式： Cu2O 

(b) 略

(3) 
(a) 3 個 (b) [C6H7O2(ONO2)x(OH)3-x]n 

計算過程：略  答  2.3 個 

(4) 沈殿物の化学式： PbS 

(5) 

(a) 略

(b) (c) 陰極側

(6) 

反応式： いずれも可
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